
1 

 

 

 

 

富津市立保育所自己評価書 
 

（ 佐貫保育所 ） 

 

 

 

 

   A → 大変よい 

   B → よい 

   C → 一部検討を要す 

   D → 改善を要す 

 

 

評価期間 令和６年４月～令和７年２月 

令和７年３月 
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項目 内         容 
評価 

評価の根拠・改善策等 
A.B.C.D 

生
命
の
保
持
・
健
康 

家庭との連携を密にし、嘱託医との連携を図りながら、

子どもの疾病や事故防止に関する認識を深め、保健的で

安全な保育環境 の維持及び向上に努めている。 

Ａ 

 子どもの健康状態を把握

し、適切に対応するために、

連絡帳や送迎時に家庭との連

携を強化し、子どもの様子を

伝えるよう努めている。嘱託

医に対して子どもの健康管理

に関する相談を行い、また、

子どもに疾病が確認された際

には保護者に連絡を取るよう

にしている。 

愛情豊かな受容の下で、安定感を持って生活し、食事や

午睡、遊びと休息など、快適な生活のリズムが形成され

ている。 

Ａ 

子ども一人ひとりの気持ちに

寄り添いながら、接しているの

で、安心して日々を過ごしてい

る。基本的な生活習慣を身につ

くよう手助けを行っている。子

ども達のやりたいという気持ち

を大切にし、ゆったりとした環

境の中で、一人ひとりが自然な

リズムを形成できるように関わ

っている。 

様々な活動に親しみ、楽しんで取り組めている。 Ａ 

 自然豊かな環境の中で、子

ども達の発見や思いを大切に

し、子ども達がやりたいと感

じることが実現できるように

サポートしている。 

人
間
関
係 

子どもたちが保育士等に思いや行動を受け止めてもら

い、応答的な関わりの中で、安定感をもって過ごせてい

る。                                         

Ａ 

 個々の関わりを大切にしな

がら、担任だけでなく全て 

の職員が共通の理解を持ち、

協力している。子ども達はの

びのびと過ごし、自分の感情

や考えを表現している。 

生活や遊びの中で、身近な人への関心をもち、真似をし

たり、ごっこ遊びを楽しめるようにしている。 
Ａ 

 異年齢の子ども達が様々な

活動に取り組むことによっ

て、思いやりや憧れの感情が

育まれている。目標を持ち登

り棒や雲梯等に挑戦すること

や、友だちの行動を模倣して

遊ぶこと、さらにはごっこ遊

びを展開して楽しむ姿が見ら

れている。 

自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていること

に気付くよう促している。 
Ａ 

 子どもが、自分の感情を言

葉で表現できるように、保育

士はその気持ちを代弁した
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り、行動を言語化したりしな

がら、他者とのコミュニケー

ションの促進に努めている。

また、子ども同士が相手の感

情に気づくことができるよ

う、子ども同士の関わりを仲

立ちしたり、共通の遊びを工

夫することにも努めている。 

生活や遊びの中で決まりの大切さに気付き、守ろうとす

る意識が育つよう援助している。 
Ｂ 

生活や遊びの場において、

決まりごとを繰り返し伝える

だけでなく、ルールについて

一方的に説明するのではな

く、共に考えたり対話を重ね

ることで、子ども達が自ら気

づく様子が見受けられた。ま

た、子ども同士で情報を共有

できるようになった。 

環
境 

安全で活動しやすい環境の下で探索活動を通して五感の

働きを豊かにする機会を作っている。                                     
Ｂ 

 遊具や園庭の点検を行い、

事前に下見をすることで、子

ども達が安全に活動できる環

境を整えている。また、散歩

の機会を増やし、季節ごとの

発見を促進している。さら

に、子ども達が満足するまで

遊ぶことができるように、活

動の終了時間などを子ども達

自身が決定できる日を多く設

けている。 

生活や遊びの経験を重ねながら、形、色、大きさ、量、

音などの物の性質に気付くよう働きかけている。 
Ａ 

 野菜栽培や木の実などの自

然物を用いて遊ぶ中で、形

状、色彩、サイズや音などに

気づき、それに対して不思議

に思ったことを探求したり、

試したりすることで興味が深

まっている。 

自然に触れて遊ぶ中で、その大きさ、美しさ、不思議さ

などに気付く機会を作っている。 
Ａ 

 自然環境や野菜栽培など、

季節ごとの体験の機会を提供

している。その過程を通し

て、自然の大きさや美しさ、

面白さや不思議さに気づき、

子ども達が発見したことや感

じたことに共感している。 

日常生活の中で、数量や図形、標識や文字などに関心を

もつよう心がけている。 
Ａ 

 年齢や個々に応じた遊びや

生活の中で、自然に興味や関

心を持てるように配慮してい

る。年長児は、当番活動やカ
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レンダーへの予定の記入、地

域の方への手紙作成、野菜の

数を数えることなどを通し

て、文字や数字への興味を持

ち、積極的に取り組んでい

る。一方、年下児にはカルタ

やパズルなどを用いて図形へ

の関心を促している。また、

行事を通して看板作成やゲー

ムを行うことで、楽しみなが

ら興味や関心を育むよう努め

ている。 

言
葉 

保育士等の応答的な関わりや話しかけにより、自分の要

求や気持ちを伝えられるよう配慮している。                                
Ａ 

 子ども一人ひとりに対して

丁寧に接し、その子に応じた

適切な対応を心掛けること

で、安心して自分の感情を表

現できる環境を整えている。

子どもがうまく思いを伝えら

れない時には、選択肢を提示

したり、気持ちを聞いて共感

することで、伝えやすくなる

ようサポートしている。 

絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言葉を繰り返したり、模

倣したりして言葉の感覚が豊かになるよう働きかけてい

る。                          

Ａ 

 各クラスの年齢や興味、関

心、季節に応じた絵本の読み

聞かせや貸出しを行い、家庭

でも楽しめるように配慮して

いる。日常の読み聞かせは、

劇遊びやごっこ遊びへと発展

している。 

保育士等や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親しみ

をもって聞いたり、話したりできるように配慮してい

る。 

Ａ 

 自分の意見を自由に表現で

きるよう、周囲が積極的に耳

を傾ける姿勢を持ち、安心し

て話せる環境を整えることに

努めている。 

生活の中で必要な言葉の意味や使い方を知ることができ

るよう心がけている。 
Ａ 

 年齢や個々の発達段階に応

じて、子ども達の感情を理解

し、場面に適した言葉の使い

方を教えたり、保育士が積極

的にコミュニケーションを図

ることで子ども達も必要な言

葉を使えるようになってい

る。 

表
現 

水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れ五感を使い

楽しむ機会を作っている。 
Ａ 

子ども達の興味に応じた活

動や季節特有の遊びができる

ように、環境の工夫を行い、

十分な時間を確保している。
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砂山を登ったり降りたり、掘

ったり水を流したり、滑った

りと、子ども達が自由に遊ぶ

ことのできる場を設けた。雨

の日には傘を用い、音を聞い

たりひょうの感触を楽しんだ

りした。また、室内では廃材

や拾ったシーグラス、木の実

を活用し、子ども達の興味に

応じて制作する機会を提供し

ている。 

音楽に合わせて体を動かすことの楽しさを味わう機会を

作っている。 
Ｂ 

子ども達が踊りたい曲や興

味に応じて、体を動かす楽し

さを体験する機会を提供して

いる。リズムでは、年間を通

して実施することで、ピアノ

の音に合わせて体を動かす楽

しさを子ども達が感じること

ができた。後半では、季節に

応じたわらべうたを取り入

れ、楽しむことができたが、

もう少し触れる機会があれば

さらによかった。 

生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに気付

いたり、感じたりするなどして楽しむよう働きかけてい

る。 

Ａ 

子ども達は色を使った遊び

や絵を描くこと、制作、おも

ちゃでの遊びなど様々な活動

を通して、豊かな感性や表現

力を育んでいる。 

生活の中で、保育士等や友達と感動を共有することや伝

え合う楽しさを味わえるよう心がけている。 
Ａ 

子どもが考えたことを視覚

的に理解しやすくするため

に、絵や図を用いたり、写真

を撮って掲示したりすること

で、友だちとの共通の理解を

深め、楽しい時間を過ごして

いる。また、子どもが自分の

気持ちを言葉で表現できない

場合には、保育士がその感情

に適切な言葉を添えて関わる

ことで、子どもは自分の思い

が伝わる心地よさを実感して

いる。 

保
護
者
へ
の
支
援 

一人ひとりの保護者と、日常的な情報交換に加え､個別

面談などの機会を作っている 

 
 

Ａ 

日常の子どもの様子につて

は、連絡帳や送迎の際にお伝

えてしている。また、保護者

面談を通して、子どもの様子
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を保護者と情報共有してい

る。 

家庭状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて記

録されている。 
Ａ 

保護者からの情報は、必要

に応じて児童票や日誌などに

記録し、適切に管理してい

る。 

保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、迅速に

対応している。 
Ｂ 

 職員は保護者が気軽に話せ

る環境を整え、丁寧に対応し

ている。保護者から寄せられ

た意見や要望は真摯に受け止

め、職員同士で共通の理解を

深めた上で、迅速に改善策や

検討を行い、適切に対応して

いる。 

行
事 

行事のねらいを計画や実施に十分生かしている。 Ａ 

 行事について子ども達と共

に意見を交わし、計画を策定

し、実施に移している。 

保護者の願いや意見を取り入れている。 Ａ 

 保育参加を実施した後のア

ンケート結果において、２回

目の保育参加を希望する声が

寄せられたため、計画を策定

し実施する。 

計画・実施・評価・改善の体制をとっている Ａ 

 年間の計画を策定し、行事

等を実施する前に計画書を作

成している。実施後は、振り

返りを行い、その結果を次回

に活かすようにしている。 

そ
の
他 

乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱ってい

る。 
Ａ 

 個人情報を含む書類は、指

定された場所にて厳重に保管

されている。また、職員全員

は知り得た情報について守秘

義務を遵守し、漏洩を防ぐた

めに徹底した管理を行ってい

る。 

園内研修を実施している。 Ａ 

定期的に園内研修を実施

し、職員の能力向上を図って

いる。また、研修会に参加し

た際に得た知識を共有し、共

通の理解を深める努力を行っ

ている。 
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掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用している。 Ａ 

 日常の活動に関するドキュ

メンテーションを作成し、各

クラスに掲示している。行事

の際には、実施した取り組ん

だ内容などを体育館やホール

に掲示する。また、ドキュメ

ンテーションはファイリング

を行い、自由に回覧できるよ

うにしている。感染症に関す

る情報については、随時通知

し、適切に対応している。 

 


